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４．研究会開催
第 1 回から第 8 回は、平成 26 年度に開催（研究論集第 1 号に掲載）
第 9 回から第 13 回は、平成 27 年度に開催（研究論集第 2 号に掲載）
第 14 回研究会
日　時： 2016 年 10 月 21 日（金）　13：50 ～ 14：30
会　場： 専修大学生田校舎 6 号館　612 教室
報告者： 金井雅之
出席者： 原田博夫、飯沼健子、大崎裕子、大矢根淳、金井雅之、神原理、嶋根克己、
 鈴木奈穂美、丸茂雄一、矢崎慶太郎
内　容： 金井雅之「SWB 日本調査のこれまでの分析の概要と今後の方向性」
金井研究員によるこれまでの SWB 研究成果の 2 つが報告された。「Coexisting 
Mechanisms from Bonding/Bridging Social Capital to Subjective Well-being」では、
潜在クラス回帰分析を用いて、橋渡し型か結束型のいずれかというかたちで相補的に
幸福度が高まるグループと、橋渡し型と結束型両方の相乗効果によって幸福度が高ま
るグループが存在することが指摘された。「Dual Deprivation of Well-being by One’
s Origin: The Effect of Three Kinds of Relative Deprivations on Subjective Well-
being」では、相対的剥奪感が主観的幸福度にどのような影響を与えるのかについて、（1）
相対的剥奪感のほうが実際の収入よりも幸福度に強い影響を与えること、（2）相対的
剥奪感のうち、幼少期からの変化、すなわち子どもの頃に比べて現在の境遇が改善さ
れていると感じる人のほうが幸福度は高い傾向にあること、（3）収入と時代の変化に
は負の交互作用があること、つまり幼少期と比べて生活状況が悪化している人のほう
が、収入と幸福度の関係が強まることがわかった。
第 15 回研究会
日　時： 2016 年 11 月 11 日（金）　13：00 ～ 14：30
会　場： 専修大学生田校舎 6 号館　612 教室
報告者： 神原理、鈴木奈穂美
出席者： 原田博夫、大矢根淳、金井雅之、神原理、嶋根克己、鈴木奈穂美、
 丸茂雄一、山本耕資、矢崎慶太郎
内　容： 神原理「SWB 日本調査 2015 の分析結果―地域生活と幸福度との関係から―」
 鈴木奈穂美「SWB 日本調査にみる介護者の主観的幸福度・満足度」
神原研究員による報告では、非階層型クラスタ分析が行われ、5 つの因子を基準に
して、第 1 から第 4 クラスタの 4 グループに分類がなされた。その結果、地域とあま
り関係を持たないで生活している典型的な都市型タイプの幸福度が高いことがわかっ
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た。
鈴木研究員による報告では介護をしている人と、介護をしていない人のあいだで生
活満足度・幸福度に差が見られるのかという関心から、分析が行われた。介護状態別
に平均の差の検定を行ったところ、要介護者同居・本人介護は幸福度が低く、施設入
所者は幸福度が高い傾向にある。生活満足度についても同様の傾向があることがわか
り、介護者自身への支援の必要性が指摘された。
第 16 回研究会
日　時： 2016 年 12 月 2 日（金）　14：00 ～ 16：00
会　場： 専修大学生田校舎　6 号館 612 教室
報告者： 嶋根克己、Steven Lim
出席者： 原田博夫、飯沼健子、金井雅之、嶋根克己、鈴木奈穂美、丸茂雄一、
 Steven Lim、矢崎慶太郎
内　容： 嶋根克己「死者のつながりとソーシャル・ウェルビーイング」
 Steven Lim（経済学部／海外客員教授）
 「Happiness & Older People: Reinterpreting relative income」
嶋根研究員による報告では、生者との人間関係だけでなく、死者との関係性も幸福
度を促進するのではないかという問いから、供養の頻度および自分が死後供養される
かどうかの期待という 2 つの変数と幸福度の関係性が分析された。供養の頻度が高い
ほうが幸福度も高くなる傾向にあることがわかった。さらに自分が供養されるかどう
かの期待度と幸福度の関係も調べた。供養に対する期待は、さらに供養の頻度よりも
明確な相関が見られることがわかった。
Steven Lim 氏による報告では、相対的剥奪とは、自分がどれだけのものを達成し
たかという自己評価（ベンチマーク）、つまり再帰的な自己確認（Self-affirmation）
に関係しているという仮説から、健康、相対的健康、相対的収入の 3 つの変数が、幸
福度にどのような影響をあたえるのかについて分析がなされた。その結果、相対的健
康（同じ世代の人と比べて、自分がどのくらい健康だと思うか）が、高齢者の幸福度
に強い影響を与えていることがわかった。
